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ぷ 2副作 オープン

キャンパス開催！
2017年8月5日（土）にオープンキャンパス

を開催しました。今年も法学部には650名の

高校生が来てくれました。

附…



九 州大学では2000年度から研究院制度を発足さ

せており、学部生の所属する教育組織である「法学

部J、大学院生の所属する教育組織である「法学府」と「法務
学府J（法科大学院）、教員の所属する研究組織である「法学

研究院」があります。

法学部は、 1924年に九州帝国大学法文学部として設

置され、 1949年に法学部となり、 1万ア千人を超える卒

業生を輩出しています。法学・政治学教育を通じて、地域社

会、日本社会、国際社会でリーダーシッブを発揮しうる創

造性豊かな人材（弁護士－裁判官・検事、公務員、企業－団体

の職員、国際機関やNGOの職員、大学等の研究者など）の

養成を目指しています。

法学府は、いわゆる大学院です。修士課程は、研究者、専

修、国際の3コースに分かれ、博士後期課程は、研究者、高

度専門職業人、国際の3コースに分かれています。高い倫

理性－社会性に裏打ちされた、国際レベルで活躍しうる創

造性豊かな研究者とルール形成や政策形成をリードする

ととのできる高度な専門的知識－能力をもっ高度専門職業

人を養成するととを教育目的としています。国際コースは

いずれも英語で教育が行われ、海外の大学をはじめとする

教育・研究機関等との連携が行われています。

法務学府は、法曹養成を目的とする専門職大学院です。

いわゆる法科大学院です。詳細は、法科大学院のホーム

ページをご覧ください。

法学研究院は研究組織です。基礎法学、公法－社会法学、

民刑事法学、国際関係法学、政治学、実務法学の各部門があ

ります。法科大学院の教員も原則として法学研究院に所属

就任にあたっての
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法学研究院長（法学部長・法学府長）
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しています。所属教員は、法学部、法学府、法科大学院等の

教育に携わるほか、科学研究費補助金をはじめとする外

部の競争的資金等を獲得し、研究に従事しています。古代

ローマや古代ギリシャに遡るごとができる法学・政治学

の長く豊かな伝統を継承しつつ、国際法、知的財産法、国

際政治学など、新しい時代の要請にも応える研究が展開

されています。法政学会をはじめとして研究会・学会活動

も活発に行われています。

新しい時代の要請に応えるために、大学には恒常的な

改革が求められています。また、2015年度からは、「GV

(Global Vantage）プログラム」を実施しています。英語

力を重視した特別入試（AO入試）を実施し、それらの学生

を中心に、そのほかの意欲ある学生も巻き込みながら、国

際化を推進しようとするものです。

社会連携も推進しています。各教員による社会貢献・国

際連携活動のほかに、弁護士会、司法書士会、行政書士会、

社会保険労務士会、土地家屋調査士会、さらに、タイ司法

省なと、との連携を行っています。

2017年4月に、法学研究院長・法学府長・法学部長に就

任いたしました。長い伝統を踏まえ、これまでの改革の成

果を受け継ぎ、今後も、時代の要請に応えるための改革を

続けて参ります。2018年10月には、法学部（法学府、法

学研究院）が伊都キャンパスに移転する予定です。新たな

環境の中、更なる発展を遂げたいと考えておりますので、

在学生の皆様やそのご家族、卒業生の皆様のみならす、地

域社会をはじめとする皆様のより一層のご支援・ご協力

をお願い申し上げます。

KYUSH 



九 州大学法科大学院は平成16年に法科大学院制度

の発足とともに設立され、九州の法科大学院を代

表する基幹校としての役割を担ってきました。九州大学法

科大学院は、司法制度改革の理念を実現するため、高度化－

複雑化・グローバルイじした21世紀の中で求められる新た

な法律実務家像を追求しつつ、人間に対する温かい眼差し

を持った、「社会生活上の医師」としての法曹を養成するご

とを教育理念としています。

九州大学法科大学院は、こうした理念を実現するため、

少人数による双方向的－多方向的教育方法により、多段階

的・発展的で多様な教育プロクラムを提供しています。と

りわけ、以下の4点を特徴として強調したいと思います。

第一は、自学自修を支援する環境です。九州大学法科大

学院は、皆さんの自学自修を支援するため、行き届いた学

修環境を整えています。たとえば、1人1席の専用机のあ

る自習室、個人用ロッ力一、専用図書室、インターネットに

よる学修支援システム、専任教員によるチユータ－制度、

若手弁護士による学修支援アドバイザー制度、修了生のた

めの法務研究員制度などです。

第二は、個性を重視した教育プロクラムです。九州大学

法科大学院では、基本的な法律科目や実務科目だけではな

く、多様な授業科目を提供し、将来多方面で活躍するため

の多角的な能力を身につけることができるよう配慮して

います。

第三は、実践的で多様な実務教育です。九州大学法科大

学院は、理論と実務の架橋という法科大学院制度の理念に

基づき、経験豊かな実務家教員を中心に、複眼的な思考が

就任にあたっての
ご挨拶

法科大学院長

堀野 出

可能な実務家としての能力の溜養をめざして、法曹倫理－

民事裁判実務－刑事訴訟実務・模擬裁判などのほか、口イ

ヤリング－法交渉、工クスターンシッブ、リーガル－クリ

ニックなど、塁王富な実務系科目を提供しています。

第四に、法曹界や他の法科大学院との緊密な連携です。

九州大学法科大学院では、これまでも、法曹三者の協力を

得て、優れた裁判官・検察官・弁護士が熱心に教育に当たっ

てきたほか、法科大学院に併設されているリーガル－クリ

ニック・センターにおいて実践的な教育を提供してきま

した。また、他の法科大学院との間で密度の濃い教育連携

を行っており、海外のロースクールとも定期的に教育交

流を実施しています。

以上のように、九州大学法科大学院では、法科大学院制

度の理念に即した効果的な教育を提供しています。

法科大学院制度が発足して14年目を迎え、台法科大学

院にとって教育の成果が問われております。九州大学法

科大学院は、社会の要請に応える法律実務家を養成する

ため、より効果的な教育態勢を構築すべく、常に制度の改

善に努めています。
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とんにちは。平成23年に九大の大

学院博士課程を修了した後、山口大

学で6年間准教授等として勤め、

2017年4月に九州大学に着任いたしました。専門は労働法です。

専門分野では、イギリス労働法を比較対象として、日本にお

ける「労働契約の成立」とは何か、というテーマを研究してきま

した。契約自由の原則かうすれば、当事者意思によって契約内

容が形成されるはすなのに、現実の労働契約関係において、当

着任挨拶

事者意思（特に労働者の）に意義があるようには思えない、そ

もそも最初から意思の合致なんであったのか、それって一体何

だ、といった学部時代からの疑問からたどり着いたテーマで

す。そして今もまだ色々と不明です。

ととろで、私が九大の法学部在学中に、ちょうど法科大学院

が設置されました。それを境に学部学生の学習の仕方が、だい

ぶ変わっているように思います。ジ、工ネレーション・ギャッブも

甘受しつつ、それでも、学生の皆さんと一緒に、法学部らしい

「わからないjを共有し芯が5、労働法について勉強できたら、

と思っています。どうぞよろしくお願いします。

准教授

八並廉

本年4月1日付けで着任しました。

九州大学在学中には、 21世紀プロ

グラム－法学府修士課程・同博士課

程LL.D.プログラムで、多くの方に御指導いただきました。その

後、東京大学総合文化研究科 ・日本学術振興会特別研究員

PD、そして、香川大学法学部准教授を経て、九州大学法学研究

院にまいりました。

着任して強く感じるのは、九州大学における改革の速さで

す。私が21世紀プログラムの3期生として入学した当時は、六

本松キャンパスや箱崎キャンパスの21世紀交流プラザを拠点と

して様々な学部の授業を履修するという学部生時代でした。

21世紀ブロク‘ラムにかわって共創学部がスター卜することや、

本学全体の活動拠点が伊都キャンパスになること等を契機とし

て、私が学生時代を週ごしていた頃の学内の風景が思い出の中

だけの存在となっていくことには、寂しい気持ちもあります。し

かし、常に発展し続ける本学の力強さを感じるとともに、本学

で働くととへの責任の重さを感じています。

至うぬ点があるとは存じますが、新しい時代に向かう本学に

ふさわしい研究－教育活動を目指して業務遂行に努める所存で

す。何卒よろしくお願い申し上げます。

2017年4月入学者データ

法学部

前期日程

後期日程

AO入試

外国人留学生

帰国子女

言十

162名

38名

6名

1名

O名

207名

法学府修士課程

研究者コース 4名

専修コース 12名

計 、 16名
※国際コースは10月入学のため、
データなし

2017年4月に法学部・法学府・法科大学院

の入学式が執り行われました。2017年度の

入学は以下の通りです。

法学府博士課程

研究者コース

高度専門職業人コース

計

院
一
者

一者

一

学
一
修

一修一

大
一
未
一
既
一

科
一
学
一
学
一

法
一
法
一
法
一
計

何
一
尚
一
佑

14名

25名

39名

学部新入生オリエンテーション（2017年4月7日） 学府入学式（2017年4月6日）
- ..J~ 

法科大学院入学式（2017年4月3日）
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